
令和6年度 家庭教育力向上推進事業についての調査表
事業名 事業概要 実績　 今後の事業予定 事業実施に対しての課題 所管課

家庭教育学級

家庭の教育力の向上や、家庭における豊かな心を育てる
ための知識の習得を目的とした、区民を対象とする学級
で、乳幼児コース、小学生コース、小学生親コース、
小・中学生親コースを開催する。

令和３年度…4コース１０回実施
令和４年度…6コース１３回実施
令和５年度…6コース１４回実施
令和６年度…6コース１４回実施

令和７年度は、１６回に回数を増やし、
実施予定。

・講座の周知について、コースによっては北区ニュースへの掲
載だけでは応募が集まらず、検討が必要である。対象の世代に
応じた周知方法を検討する。
・電子申請を取り入れることで、応募は増加したが、キャンセ
ル数も増加している。正確な受講者の数の予測が困難。
・コロナ以降、保育事業を行っていなかったが、受講者からは
必要を求める声がある。令和７年度以降、保育事業を復活させ
る必要がある。
・講演形式のものだけではなく、保護者同士の交流の機会を増
やすことができるような講座の企画が必要である。

生涯学習・学校地
域連携課

PTA研修会

「子どもの健全な育成を図る」ことを目的とし、保護者
と教員とが協力して、学校および家庭における教育に関
し、 理解を深め、会員相互が学び合う機会として行っ
ている。

令和６年度
幼稚園・こども園P連　会員研修会「子どもたちに伝えておきたい
こと　～自分と周りを大切にしていくために～」
小・中学校P連　役員研修会、副会長研修会

令和７年度
幼稚稚園・こども園P連会員研修会、小・
中学校P連　役員研修会、副会長研修会
（R６年度と同様に開催予定）

・日中、仕事があり、研修会の開催自体が負担になっている役
員もいる。開催時間（日中・夜間）、曜日（平日・休日）、開
催方法（対面・オンライン）等、ニーズに合わせて検討してい
く必要がある。
・幼稚園の数が減少するため、連合会としてのあり方、事業内
容について検討が必要。

生涯学習・学校地
域連携課

ブックスタート

３～４か月児検診時に赤ちゃんと本との出会いを支援す
るため、赤ちゃんと保護者に絵本の読み聞かせを行うと
ともに２冊の絵本などが入ったブックスタートパックを
配布する。

令和２年度…42回実施、参加者数2,328
令和３年度…71回実施、参加者数2,535
令和４年度…72回実施、参加者数2,445
令和５年度…72回実施、参加者数2,384

R6はR5実績と同程度の見込み。
コロナ禍から休止していたブックスター
ト配布時の読み聞かせを令和7年度より再
開予定。

中央図書館

ブックスタート
フォローアップ事業

乳幼児と保護者に、図書館や地域会場で絵本サロンやお
はなし会等を開催する。

令和３年度…117回実施、参加者数2,353
令和４年度…155回実施、参加者数3,138
令和５年度…161回実施、参加者数3,558

R6はR5実績と同程度の見込み。 中央図書館

３歳児絵本プレゼン
ト

３歳児を対象に、図書館で絵本１冊と専用バッグを配布
する。

令和３年度…2,010名
令和４年度…1,856名
令和５年度…1,848名

R6はR5実績と同程度の見込み。 中央図書館

親育ちサポート事業

乳幼児を育てる親を対象に、参加者同士が抱えている悩
みや関心事を共有し、協力しながら自分に合った子育て
の仕方を共に学ぶ場を提供し、親がいきいきと自信を
持って子育てできるよう支援するため、親育ちサポート
講座「ノーバディーズ・パーフェクト・プログラム（Ｎ
Ｐプログラム）」を実施する。

令和４年度…１７児童館・子どもセンターにて１７講座を実施
（参加者　親１３８名、子（託児）１４９名）
令和５年度…１６児童館・子どもセンターにて１６講座を実施
（参加者　親１２８名、子（託児）１３２名）
令和６年度…２０児童館・子どもセンターにて２１講座を実施中

令和６年度は２１講座実施予定
・講座の周知について、北区ニュースへの掲載及び各児童館・
子どもセンターでの周知だけでは応募が集まらず、検討が必要
である。

出産・子育て支援
担当部

未来の親を育てよう
プロジェクト

「赤ちゃんとふれあおう！」区立保育園や区立子どもセ
ンター等で、中学生が赤ちゃんと接する機会を設け、健
全な母性、父性意識を育む。

令和２年度…　３館・センターで実施
令和３年度…　４館・センターで実施
令和４年度…　７館・センターで実施
令和５年度…　16館・センターで実施
令和６年度…　17館・センターで実施

職場体験の中で実施していく予定。
一部、施設については、中学校の家庭科
の授業と連携させたプログラムを実施し
ている。

保護者の理解や学校との調整、時間のマッチング、継続した活
動展開が課題

子どもわくわく課

きたコン活用による
学習支援

　国が掲げたＧＩＧＡスクール構想により、Ｒ３年度以
降北区立全小中学校の児童・生徒に学習用端末（愛称
「きたコン」）が、配備された。北区は、有事等により
学校へ登校出来ないケース及び学校での学習の復習及び
予習に活用するため、自宅への持ち帰りを推奨してい
る。Ｒ６年度末には学習用端末の更新を行い、従前より
も重量を軽くし、さらにデタッチャブルタイプとするこ
とで、教室内だけでなく教室外での使用（タブレット
モード）にも配慮した。

令和２年度・・学習用教材「スタディサプリ（小学４年～中学３
年）」「ｅライブラリ（ドリル教材）」を配付
　令和３年度・・きたコン配付
　令和４年度・・スタディサプリの対象学年を小学３年まで拡大
　令和５年度・・スタディサプリのログイン数及び利用時間につい
て、減少に転じていることや経費の上昇が確定したため、Ｒ５年度
末で児童・生徒への一律のアカウント配付を終了予定。
　またこの間、スタディサプリと類似するアプリとしてeboard及
びｅライブラリを導入しており、スタディサプリ終了後は、このア
プリを中心に学習支援を行う。
　令和６年度・・スタディサプリの利用を終了。引き続きeboard
及びｅライブラリを中心に学習支援を行う。

令和７年度・・前年度から引き続き、
eboard及びｅライブラリの活用及びパト
ロール実施による学習とは関係ないサイ
トへのアクセスブロックを行う。
また授業内に限って、生成ＡＩの利用を
開始する予定である。

　本来きたコンは学習等に使用することを前提としているが、
特に家庭内では学習とは関係のないサイトの閲覧やゲーム等を
するケースが後を絶たない。これまでもパトロールの実施や学
校や保護者からの連絡により、サイトへのアクセスをブロック
しているが、少しずつ効果が上がっているものの、さらなる啓
発活動が必要かと考える。
　また従前のきたコンは、重量等の関係で特に低学年（小学
１、２年）については、家庭への持ち帰りを週末程度に限定し
て対応している学校が多かった。今回更新したきたコンは、重
量が軽くなるため、低学年の持ち帰りが進むかどうか確認が必
要。

学び未来課

北区きずなうた

家庭や地域における子どもと保護者、子どもと地域の大
人など、様々な人と人とのきずなを深め、家庭教育力の
向上に関する取組みが充実していくことを期待して提案
している事業。
（イメージ）短歌の、上の句と下の句を子どもと保護
者、あるいは子どもと地域の大人が作って、組み合わせ
たもの
（テーマ）子どもが保護者や家族、地域への想いを表現
し、保護者や家族、地域の大人が子どもへの想いを表現
したもの

地区委員会の野外活動事業として実施しているが、新型コロナウイ
ルス感染拡大の影響により、令和２年から実績なし。（令和元年…
１件）

引き続き、地区委員会に対して、事業実
施を依頼する。

コロナ禍の影響により、地区委員会、地域の方々にとっても認
知度の低い事業になっている。改めて事業内容を周知していく
必要がある。

生涯学習・学校地
域連携課

北区版家庭学習のす
すめ

家庭での学習習慣づくりのために、保護者が子どもたち
とどのように関わると良いか等、家庭での子どもたちへ
の学習支援の参考として活用することができる内容を
「家庭学習のすすめ」として小冊子等にまとめ、北区立
小・中学校、義務教育学校に通う、全児童・生徒の家庭
に配布する。

令和５年度…北区立小・中学校　第１学年児童・生徒家庭へ配布
令和６年度…北区立小・中学校　第１学年児童・生徒、義務教育学
校第1学年児童、義務教育学校第７学年生徒家庭へ配布

令和７年度は、北区立小・中学校　第１
学年　児童・生徒、義務教育学校　第1学
年　児童、義務教育学校　第７学年　生
徒家庭へ配布

・北区GIGAスクール構想により、北区立小・中学校の児童・
生徒に一人１台端末が貸与された。このことから、本端末で使
用できるソフトウェアを活用した家庭学習の具体的な取組等を
追記する必要がある。

教育指導課

区民講座
テーマ「家庭教育」

主に小・中学生の子を育てる保護者を対象に、子育てに
関する知識を深め保護者同士相互に学びあえる機会を提
供する。また子育てに関する情報交換や課題解決のヒン
トが得られるようなテーマと内容で実施する。

令和６年度
・中央公園文化センター…１講座３回
・赤羽文化センター…１講座１回
・滝野川文化センター…3講座４回

計５講座8回実施、参加者数延べ134名

令和７年度は、令和６年度と同程度、実
施予定。

・講座の周知課題について北区ニュースやHP、X（旧
Twitter）以外にもチラシを子育て世代が利用しそうな公共施
設へ送付し配架を依頼した。
・参加率向上のため子育て世代が参加しやすい曜日や時間帯を
アンケートで聴取し、講座開催日時を設定する際の参考にし
た。

生涯学習・学校地
域連携課（中央公
園文化センター・
赤羽文化セン
ター・滝野川文化
センター）

資料10-②


